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公社レポート年頭のごあいさつ

　あけましておめでとうございます。

昨年は、「100 年に一度の危機」と言われたリーマンショックから 2年が経過し、日本経済はやや持ち直しの

動きがみられましたが、15 年ぶりの急激な円高により輸出関連企業が大きな痛手を受けるなど、予断を許

さない厳しい 1年でありました。

　当公社におきましては、平成 20 年度に策定した 5年間の公社事業の指針となる「中期計画」に基づき、「い

ばらき産業大県創造基金」事業による地域資源を活用した新事業や産学官研究開発等への支援をはじめ、近

県公社と合同で開催した「関東 5県ビジネスマッチング商談会」や、「栃木・茨城合同技術展示商談会」によっ

て県内中小企業の持つ技術力を広くＰＲし、首都圏の大手発注企業とのビジネスチャンスの創出を支援いた

しました。

　また、日々進化する情報化社会に対応するため「茨城県ネットビジネス相談デスク」を新たに開設し、中小

企業のネットビジネスを支援するとともに、中小企業の輸出を促進するための「輸出促進セミナー」をはじめ、

台湾・中国等に係るセミナーを開催し、アジア地域との経済交流などグローバル化に対応するための支援を

いたしました。

　県民の熱い期待のもと昨年 3月に開港した茨城空港は、2月から新たに札幌・名古屋便の就航が決定する

など、茨城から日本各地や東アジアへと足掛かりが拡大されつつあります。また、3月には念願の北関東自

動車道が全線開通し、また圏央道の整備も着々と進むなど、広域交通ネットワークの整備により、人・モノ・

情報の交流がますます活発化することで、県内経済が飛躍的に発展することに大きな期待が寄せられており

ます。

　このような中、当公社では、県や関係機関との連携を図りながら厳しい経営環境の中で奮闘する中小企業

の皆様と一緒になって、競争力ある中小企業の育成を柱とする「産業大県づくり」をより深化させ、「生活大県」

として結実できるようその一翼を担うため全力で取り組んでまいります。

　皆様には、引き続きご支援とご協力をお願い申し上げますとともに、本年が実り多い年となりますことを

ご祈念いたしまして、新年のごあいさつとします。
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